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集
バリアフリーバリアフリー
安心で快適に利用できるまちづくり

２

　▼札幌市　藤野むくどり公園

１　バリアフリーの概念

１）バリアフリーとは

　　「バリアフリー（Ｂａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｅ）」

　という言葉は、もともとは建築用語として登場し、

　建物内の段差の解消など物理的な障壁を取り除くと

　いう意味合いが強かったが、より広く「障害者等の

　社会参加を困難にしている障壁の除去」という意味

　で用いられるようになっています。

２）なくしたい４つのバリア（障壁）

　①物理的：交通機関、建物等における障壁

　②制度的：資格取得、就職等における除外規定

　③情報面：手話通訳の欠如等、情報伝達上の障壁

　④意識上：偏見、差別

　　バリアフリー社会

　　　バリアフリー社会とは、「すべての人が、あら

　　ゆる分野の活動に参加できる平等な機会が確保さ

　　れた社会」のことです。

　　　すべての障壁が除去されたバリアフリー社会で

　　は、高齢者、障害者等にとっても身体機能等の障

　　害はあってもハンディキャップにはならないこと

　　になります。

２　まちづくりにおけるバリアフリー

　　バリアフリー社会を築くためには、まず、社会生

　活の基盤となる建築物や公共交通施設、道路、公園

　等において、すべての人が快適に安心して利用でき

　るように整備することが重要です。

■外国の事例

　▼イギリス　バートン市内

　車椅子の方でも利用しやすいように、銀行の出入口

の高さに合わせて歩道全体をスロープ式にしている。

　▼イギリス　バートン市内

　デパート内において、車椅子、ベビーカーでも楽に

移動できるようにエスカレーターに隣接して（人の動

線上に）エレベーターも設置している

　また、聴覚障害者も安心なようにシースルーとなっ

ている。

　▼スウェーデン　ハルムスタッド市内

　市バスの床高に合わせて、停留所の高床化がされて

いる。バスには通常のステップがなく、代わりに収納

式のブリッジとステップがあり、運転席からの操作で

瞬時に出し入れができる。

■他県の事例

　

　　車椅子の方も砂

場で遊ぶことがで

きるように下部ク

リアランスを設け

ている。

（テーブル式）



を目指して

３

　▼徳島市　新町橋

　　整備前

　　整備後

　橋梁の縦断勾配が急だったため、平坦な歩道橋を増

設し、車椅子や自転車の方も通行しやすくしている。

■県内の事例

　▼金沢市

　歩行動線の連続性を視覚的に保つため、支道もカラ

ーブロック舗装としている。

　▼松任市　北陸自動車道徳光 PＡ

　車椅子利用者用の駐車バース及び施設までの動線上

にも屋根を設置している。

３　石川県での取り組み

１）石川県では、平成９年を「バリアフリー元年」と

　位置づけ、９年３月に「石川県バリアフリー社会の

　推進に関する条例」を制定しました。

　①ハートビル法では規定のない、学校、共同住宅、

　　一般事務所等の建築物及び道路、公園なども盛り

　　込んだ建築物等の整備基準等を制定（施行規則）

　②平成10年４月１日から条例が全面施行

２）条例で定められた整備基準等を解説した「施設整

　備マニュアル」を９年11月に作成しました。

３）施設整備マニュアルを補完する参考書として「石

　川県バリアフリーデザインノート」を10年７月に作

　成しました。

　①道路、都市施設、公園について、デザインや整備

　　イメージ等のポイントを本稿で記載したような写

　　真等により具体的事例でわかりやすく解説

　②(財)いしかわまちづくりセンターで発行

　　バリアフリー社会の実現に向けて、実務を担当さ

　れる技術者の方々が、この「整備マニュアル」と「デ

　ザインノート」を大いに役立てていただき、よりよ

　い設計、施工が行われることを願っております。

　　　　　　　　（石川県都市計画課　都市計画係）



コミュニティ道路（歩車共存道路）

野々市駅北口プラザ（駅自由通路）

　都市計画道路、交通広場、公園などの都

市基盤整備はほぼ完了し、駅の近郊には住

宅系の土地利用が進んでいます。

　地区の中心となるセンター地区には、今

年３月に大規模商業施設がオープンし、活

気のある
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ＪＲ野々市駅

ＪＲ
北陸
本線

国
道
８
号

絶

つづけ

業）

地域住民の

あのまち、このまち

野
々
市
町

御経塚第二土地区画整理事業

「時空のまち御経塚」

　史跡御経塚遺跡に代表されるように、縄文時

代から集落が築かれ発展してきた当地区は、絶

えず、次の時代を模索し、情報を発信しつづけ

る街を目指しています。

４

〈事業概要〉

施 行 者：御経塚第二土地区画整理組合

施行面積：60.4ha

施行期間：Ｓ62～Ｈ12

総事業費：10,574百万円

自転車歩行者専用道

　川沿いをジョギング、サイクリング

などで楽しめる道。

コミュニティ道路（歩車共存道路）

　商業施設が立ち並び、店舗展開が

急速に進んでいます。

御経塚史跡公園

　古代の雰囲気を感じさせる遺跡保存公園

野々市駅北口プラザ（駅自由通路）

　駅利用者だけでなく、地域住民の

触れ合いの場に……

（街並み・まちづくり総合支援事業）

野々市町交遊舎（地域交流センター）

　多目的ホール、会議室を備えた

多様な用途に供する施設（街並み・

まちづくり総合支援事業）

と　き

　植樹などの設置により自動車

が速度を出しにくい環境をつくり、

歩行者にとって安全な道となっ

ています。（ふるさとの顔づくり

モデル土地区画整理事業）

　御経塚第二地区は、国道８号、ＪＲ野々

市駅に隣接しており、居住及び商業地域と

しての立地条件に恵まれた地区です。

　都市計画道路、交通広場、公園などの都

市基盤整備はほぼ完了し、駅の近郊には住

宅系の土地利用が進んでいます。

　地区の中心となるセンター地区には、今

年３月に大規模商業施設がオープンし、活

気のある街が形成されつつあります。

　　　　　（石川県都市計画課区画整理係）
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概要

　交流広場を中心に、金沢市と姉妹都市提携をした

６つの都市を紹介するコーナーがあります。各コー

ナーでは、それぞれの都市のイメージを再現し、金

沢の国際交流を象徴するような公園にしました。

　公　園　名　姉妹都市公園

　所　在　地　金沢市南新保町地内

　公園全体面積　約１８,８００㎡

　施 工 期 間　Ｈ２～Ｈ９

　総 事 業 費　約９億円

　　　　　　　　（金沢市建設部　緑と花の課）

５

姉妹都市公園 －SISTER  CITY  PARK－

国・州名……ロシア・イルクーツク州
提携年月日…1967年3月20日
人口…………67万人

金
沢
市

　　　　目的

　　　　　この公園は、Ｓ54に金沢駅西第二土地区画整

　　　　理事業の近隣公園として計画され、Ｈ2から姉妹

　　　　都市公園として整備を始め、Ｈ9．6月に完成し

　　　　ました。

　姉妹都市提携とは、世界の平和をめざし言葉や文化の

異なる国に生まれた市民同士がいろいろな交流を通じて

お互いに理解し合い、固い友情を結ぶことです。金沢市

の姉妹都市について関心を持っていただき、自由で活発

な交流が広がることを願っています。

イルクーツク市

国・州名……米国・ニューヨーク州
提携年月日…1962年12月18日
人口…………33万人

バファロ市

国・州名……ブラジル・リオグランデ･ドスル州
提携年月日…1967年3月20日
人口…………150万人

ポルト・アレグレ市

国・県名……フランス・ムールト･エ･モゼール県
提携年月日…1973年10月12日
人口…………10万人

ナンシー市
国・省名……中国・江蘇省
提携年月日…1981年６月13日
人口…………572万人

蘇州市
国・県名……ベルギー・東フランドル県
提携年月日…1971年10月4日
人口…………23万人
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■中心市街地活性化法が成立

　「中心市街地における市街地の整備改善及び商業

等の活性化の一体的推進に関する法律」が平成10年

５月に成立し、７月24日から施行されました。

法律の基本的枠組

①計画スキーム

　国は、基本計画の指針を提示します。市町村はこ

の基本方針に基づき総合的な街づくりの視点に立ち、

基本計画を策定します。国、県は助言を行います。

②事業スキーム

　「市街地の整備改善」と「商業の活性化」を中心の事

業としてその他の関連事業と連携し、施策の総合的な

推進を図ります。国は、補助、税制、融資等の支援など

サポーターの役に徹します。

③国の支援の考え方

　国の支援にあたっては、計画の先進性、個性、都市全

体への広範な効果、塾度について十分な精査を行います。                                        

■石川県の取り組み

　石川県では、街路事業において次のような事業を実

施しております。

　

6

事業創設

対象都市

対象路線

財源

費用負担

実施箇所

都市ルネッサンス石川・　 街なか再生・
都心軸整備事業　　　　　 目抜き通り整備事業

平成８年度

県内８市（１市１事業）

中心市街地の都市計画

決定された県道

臨時道路整備事業債又は地域総合整備事業債

県：65％　市：35％

金沢市（都）鳴和三日市線

輪島市（都）河井町横地線

加賀市（都）山代粟津線

羽咋市（都）西街道線

小松市（都）駅前通り線

珠洲市（仮）市役所通り線

平成10年度

県内18町（１町１事業）

最も代表的な沿道商店

街を有する都市計画決

定された県道

県：65％　町：35％

山中町（都）温泉中央南線

野々市町（都）窪野々市線

富来町（都）地頭町線

事業の特徴

まちづくり協議会
を設立

歩道・植栽や道路ファ
ニチャー等の施設

住民参加 グレードアップ

街並み整備 ソフト対策

まちづくり協定・
地区計画等

空地、空き店舗の
活用等

（石川県都市計画課　街路係）

●土地区画整理法の特例

●地域振興整備公団の特例

●中心市街地整備推進機構の創設

●都市公園下の地下駐車場特例

●都市計画に基づく事業の推進

事業所管大臣の認定計画に基づく支援

●商業施設の整備に対する補助、融資

●地域振興整備公団による出資等

●産業基盤整備基金の債務保証等

●特別償却、不均一課税の減収補填

●食品商業集積施設、旅客・貨物運送

　の円滑化（許認可特例）、電気通信

　施設整備（出資等）

ミニミニ辞典

［ＴＭＯ］

　英語でいうとTown Management 

Organizationです。

　街づくりをマネージ（運営・管理）

する機関で、商店街組合等を中核と

して設立された第三セクター（株主

の2/3以上が中小小売商業者等であ

ること等）又は商工会・商工会議所

を想定しています。

中心市街地活性化の取り組み
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商業等の
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●施設整備補助

●高度化融資

●中小信用保険設備資金等

即して

送付

助言

送付

助言

特
定
事
業
計
画

中小小売商業
高度化構想

中小小売商業
高度化事業計画

土地区画整理事業、道路、公園等の

公共施設の整備等

中小小売業等の商業の活性化及びこれと併せた

都市型新事業立地促進

県



　平成10年５月29日に改正都市計画法が公布され、

６ヶ月以内に施行されることとなりました。

　今回の主な改正点は以下のとおりです。

１　特別用途地区の多様化

　　特別用途地区とは、12種類の用途地域に「上塗り」

　する形で、特別の目的のために用途制限を強化（場

　合により緩和）するもので、規制する建築物の用

　途は、市町村の条例で定めることとなっています。

　　今回の改正においては、以下のように特別用途

　地区を設定できることとなります。

２　市街化調整区域における開発許可の拡大

　　現行都市計画法では、市街化調整区域内の開発

　は農林漁業用建物、公共公益施設等限られたもの

　だけに認められています。また、計画的な宅地開

　発等は、一定規模（面積５ha以上）以上に限定さ

　れています。

　　今回の改正により、良好な居住環境の確保を図

　りつつ、郊外型住宅の建設の促進、地区の活性化

　等を図るため、地区計画を策定した地区の開発行

　為は、開発許可対象に追加されます。

３　都市計画における地方分権の推進

　　地方分権の推進の観点から、市町村が定める都

　市計画の範囲が拡大されることとなります。

 　例えば、臨港地区に関する都市計画は現在、すべ

　て知事決定ですが、重要港湾に係るものを除き市

　町村決定となります。

　　この他に、市町村決定の範囲を拡大するため、

　広範な政令改正が行われる予定です。

　　　　　　　　　（石川県都市計画課　地域計画係）
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都市計画法の一部が改正

・法令で11種類（特別工業地区、小売店舗地区

　等）に限定されている。

現行

改正

・地区の多様な目的により、市町村が特別用途

　地区の名称、内容を柔軟に設定できる。

　　例えば

　○「中小小売店舗」商業地域等において、商

　　店街を中心に中小商店の集積・展開による

　　街並みの形成を図るため、大型店等の立地

　　を制限

　○「住工共生地区」

　　準工業地域等において、工場と住居が調和

　　を図りつつ共存するため、一定の大型工場

　　施設等の立地を制限　

Ｑ「コミュニティバス」とは何ですか？

Ａ　地域生活圏内を循環し、主に交通空白・
　　不便地域における高齢者らの日常的な「足」

　　となるバスの総称です。車両は、細街路も

　　走行できる小型バスが主流であり、乗降し

　　やすい機能を有し、人にやさしく、時代に

　　マッチした交通システムです。平成７年に

　　東京都武蔵野市が国内で初めて運行を開始

　　して脚光を浴び、全国各地で導入され始め

　　ています。福祉を目的としているため、料

　　金もワンコイン（100円）と安く設定され、

　　経費の不足分は市が補助しています。

　　　県内では小松市、松任市及び七尾市で既

　　に導入されており、今年度は、金沢市で導

　　入が予定されています。　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　ムーバス（武蔵野市）

　　　　　　（石川県都市計画課　都市交通係）



■まちづくり講習会のご案内

　今年度もまちづくりに関する講習会を下記の通り

予定しております。

編／集／後／記編／集／後／記

■まちづくりをお手伝いします

　当センターでは、新年度から専任の職員が１人増

員となり、受託業務をさらに充実していきたいと意

気込んでいます。当センターを大いにご活用下さい。

　平成９年度は、４件の調査業務を受託しましたが、

そのうち高松町からの受託業務の内容を紹介します。

〈高松北西部田園居住区整備事業Ｂ調査〉

　県立看護大学周辺の土地区画整理事業の基本計画

書を作成しました。

業務内容

　・施行区域の絞り込み（A=27ha）

　・採算性の検討

　・大学設立準備室や建設省金沢工事事務所等の関

　　係機関との調整

　・林地開発協議

　・雨水排水協議

　・地元代表者等への説明会

　この調査の結果をふまえ、組合設立準備委員会が

４月に設立されました。また、今年度も引き続き事

業認可に向けての調査業務を受託しております。　
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〈講習会を３回開催予定〉

〈シンポジウム等を３回共催予定〉

開催日　 場所　　　　　　テ　ー　マ

Ｈ10

8～９月

金沢市

七尾市

小松市

計３回

バリアフリー条例に基づいた道路、

都市施設、公園整備について

（「石川県バリアフリーデザインノー

　ト」の活用の仕方）

開催日　 場所　　　　　講　習　会　名

Ｈ10.11月

Ｈ10.11月

H11.2月

金沢市

七尾市

金沢市

街並み・まちづくりシンポジウム
（県・金沢市・七尾市・小松市・
　加賀市と共催）

まちづくり大好き人間フォーラム

（県・七尾市と共催）

平成10年度　組合土地区画整理

事業講習会

（石川県土地区画整理組合連合会

　と共催）
▲地元説明会

　特集ページでは、今注目されてい

る「バリアフリー」についてまとめ

てみました。

　石川県では、2015年には４人に１

人が65才以上という超高齢社会が到

来します。

　まちづくりにおいても、バリアフ

リーに配慮することがますます重要

となってきている訳です。

　今後も皆様に役立つようなタイム

リーな情報を提供していきたいと思

っておりますので、身近な疑問や知

りたいこと等がございましたら、当

センターまでお寄せ下さい。
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